










在 阪百貨店新 聞広告 の近代化
大阪朝日新聞に見る大丸 ・高島屋の宣伝競争












案的な展開ということでは大正14年12月に大丸呉服店が出 した 「カッ ト広告」及び翌15年6
月の 「カタログ広告」で始まった。図案的展開とは図案家の存在を思わせる個性的な作品であ
ることを前提 とす る。大丸呉服店の場合,「カット広告」は前年に入社 した森脇高行の作品で
あり,おそ らくこれに刺激 されて高島屋呉服店 も高岡徳太郎が漸次広告にイラス トを入れ始め
たからである。森脇は 「カット広告」 と 「カタログ広告」を完成させ,昭 和初めに柴田可寿馬
がそれを引き継 ぐ。一方,高 岡は丸顔の和服女性像を創 り上げ,大丸の柴田より少し遅れて,
今竹七郎に仕事を譲る。いずれも百貨店が近代的大企業として発展を遂げつつあるときで,柴
田は昭和6年 か ら7年にかけてそれぞれモダンな和服女性像を完成させ,今 竹もすぐに追い付
き,昭 和10年代初めにかけて華やかな宣伝競争を展開させ,関 西のモダンな広告図案を創作
したのである。本稿はその過程を明らかにし,これまでほとん ど知 られていなかった大阪にお




1白 木屋の 「力タログ広告」 大正12年3月8日から大正12年末まで
在阪百貨店の新聞広告で最初 に本格的に図を入れたのは大正12年3月の白木屋呉服店の
「カタログ広告」である(図1)。 白木屋呉服店は2年 前の大正10年10月に堺筋備後町に開店
したばか りで,こ れをきっかけに堺筋 に百貨店が進出することになった。翌大正11年10月に
は高島屋呉服店が長堀橋 に,12年3月には松坂屋いとう呉服店が日本橋に開業 し,明治40年
5月に新規開業 した高麗橋の三越呉服店 も大正6年10月には鉄筋 コンクリー ト造9階 建の新
館を完成 させていた。心斎橋筋の大丸呉服店,十 合呉服店 も増築,改 築を繰 り返 しており,こ
れに伴って顧客獲得のための激 しい宣伝競争が始まることになった。





が標語 「最 も買ひよき店」の採用であり,もうひとつが 「6段大型カタログ広告」の掲載だった。
西野の評伝には標語 「最 も買ひよき店」を採用 したとあるが,大 阪店の場合,大 正10年10
月1日 朝刊の開業広告 にそれは見当たらない。翌大正11年3月20日朝刊広告の標語でも 「安








を手本にしたことを述べ,自 店の新学期商品を学童姿 とともに図入 り,価格入 りで掲載 した(4)。
このような商品カタログ広告は当初二週間に一度 くらい出し,年内は継続 したようなので,か
なりの掲載回数に上ったと思われる。イラス トなども例えばシアーズのカタログ図(図6～8)





ト広告」(図2)で ある。カッ トの絵は鞄売場を写生ふうに描いたもので,東 京美術学校卒業
生森脇高行(1902-1988)の手 になるものと推測される。森脇は大正13年3月に東京美術学校
西洋画科を卒業 し,まもな く大丸に入社 した。旧知の 「広告界』編集者室田庫造は森脇の入社
後まもな く,「君の美術学校時代には,よ もや,図 案をやるとは考へて居なかつた。洋画家の
メシの喰へないのが,図案家に這入つて行 くのは,ざ らにあるが,洋画を五年 もやつて,さ う
して,思 い切つて,図案家になつたのは,私 の知る範囲では,君 位であらう」 と書いている(5)。
大正14年12月の鞄売場のカ ットはたしかに西洋画科出身の手を思わせる絵であるし,当時
としてはきわめて珍 しい,欧文 と同じ左横書きのコピー 「大丸の旅行用品」 も西洋ふうである。
後年,競争相手だった今竹七郎は 「柴田 〔可寿馬〕が 〔大丸〕大阪店へ入つた当時 〔昭和3年〕
は森脇高行君の華やかなりし頃で,大 丸はヴアニテイフエアばり,或は,シ カゴのマーシャル
フイル ド 〔百貨店〕ばりの森脇色でぬりつぶされていた」 と書いている(6)。PR誌『だいまる』
はともか く,新聞広告で見る限り大丸の広告が 「森脇色でぬ りつぶされていた」というのは少
し言い過ぎのようだし,カ ット広告における写生ふうの絵 と 『虚栄の市』の挿絵(図3)と は
かなり相違 しているが,恐 らく写生素描ふ うの絵が今竹にはそのように見え,長 く記 憶に残 っ
たということだろう(7)。
しか し,森脇高行がやったのはこのような写生素描ふうのカットを広告に入れたことだけで











れに対 して,例 えば昭和2年12月13日夕刊広告(図9)や 昭和3年8月4日 夕刊広告(図10)
の多様な集合のさせかたにおいて,森脇は画家としての構図的感覚を発揮 しているといえよう。
さらに,森脇 らしい試みは人物像においても見 られる。当時,大 丸呉服店は顧客向けにPR
誌 『だいまる』を発行 しており,森脇はそこでも描いていた。先の室田が 「君の作品,広 告物
としての大丸の唯一のパンフレッタは 『だいまる』であつて,そ の表紙から,中のかつと,挿
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PR誌 「だいまる』に見 られたこのような森脇の人物イラス トは,わずかに二,三 回カット











雰囲気に少 しばか り似ている。 しか し,当時すでに柴田可寿馬が入社 してお り,これらの描き
方だけでは描いたのが森脇なのか柴田なのかを特定す ることはできない。同 じ時期の 「だいま











洋画研究所に入って岡田三郎助の教えを受 けていた。 ところが,大 正12年9月関東大震災に























街頭を飾る華麗なポスター,然 も悉 くサインのないポスター,世放快適な手法,純 粋商業美術
作品,そ の豊な芸術味は,如何に無関心な大阪人で も,「高島屋のポスターはい 丶』 と触手を
延ばすのである。高島屋のポスターは全部高岡君の作品である。」 しか し,博覧会のテーマは
さまざまであり,いつ も女性が登場するわけではない。いま残されているポスターを見る限り,
そこにはたしかに芸術味はあるか もしれないが,近 代的に洗練 された図案とはいえない。
それは女性像において も同じである。高岡は森脇と違って,こ の女性像原型をこれ以上近代
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化 しようとしてはいない。 もともと高岡は画家志望であり,白木屋や十合の広告 に女性が多 く
描かれたことに刺激されて独自の女性像を創出したようだが,それを近代化する気配はまった
く感 じられない。むしろ西洋ふうではな く,呉服店らしい和風の独 自表現を目指 したのだろう。
森脇がモダンなイラス ト制作に苦心 したのに対 して,高 岡は広告の仕事をこな しなが ら,その
一方で二科展に出品する風景画制作に精を出 してい.}`(1?10た しかに高岡が黒絵式女性像原型
を創作 したことは見事であ り,それはしばらく高島屋式女性像原型としてシンボル的効果を発
揮 したが,い わゆる図案の近代化という点になると少 し方向が違 うというところだろう。
昭和3年10月16日夕刊広告(図29)における女性の二人の主眼点は着物の柄であるし,昭
和5年5月17日朝刊広告(図30)や9月16日朝刊広告(図31)の婦人たちは具象的抽象的背






tスターには力をいれたようで,一 記者 も 「民衆 との交渉」を強調する高岡の談話を引いてい
るが,そ の表現ということになると,やはり芸術味が勝ちすぎているといわざるを得ない。
4柴 田可寿馬による大丸の広告 昭和3年10月から10年頃まで











下 に見るように森脇の言は決 して誇張ではない。丁特異な洗練 されたア ドキヤラクター」で
「関西の百貨店新聞広告に一つの導向を示 した士ことは間違いない。
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柴田と同じ年に入社 し,専 らデ ィスプレイを手がけた重成基は早 くに亡 くなった柴田が独自
のイラス トに達 した過程を,終戦後,次 のように回顧 している。「京都の美術 〔工芸〕学校を
卒業して大丸へ入社のニユーフエース柴ちやんは半年 もたたぬうちに社内で誰れ知らぬものも
ない人気者 となつていた。新聞広告のカツ トには特に人物の扱ひ方にはm苦 心を重ね時々ス
ケツチを私のところへ持つてきて顔の表現法に就て意見を述べあつていましたがそのうち 『柴
ちやん独特の美人をうみ出したらどうか』 と云つたことからその後毎日夜おそ くまで制作に励
んでいました。たとへ交際の酒宴で帰 りがおそくなつても必ず朝までに何か描 くと云ふ熱 と努
力が一年 たち二年たつ うちに遂 に例の 『水瓜のたね』 と云はれる眼の表現 をものにしまし
た。」('6)柴田は昭和15年9、月 に大丸天津店の宣伝部長 として中国に渡 っているので,大 阪店宣
伝部での仕事は12年間 ということになる。重成は12年間の仕事を短時間の出来事のように振
り返 っており,単純化短縮化されすぎているきらいがあるが,柴 田のイラス トの特徴を解明す
るよい手がかりであることには間違いない。
昭和12年に入社 した宣伝部員の言E憶によると,す でに昭和12年に森脇は宣伝部ではな く,
図案部におり,広告の制作はしていなかったというから,森脇はそれまでの時点で図案部へ移 っ
たらしい。既述 したように,昭和4年年末 に大丸呉服店の新聞広告に人物画が登場 し始めるが,
この傾向は1年おいて昭和6年 になってより頻繁になる。昭和5年 までの人物像は,例 えば,
図36から39までのように,昭和3年 頃(図17,18)とほとんど変わらないが,昭和6年 になっ
て変化が現れる(図40から43)。柴田はこの年大阪商船のPR誌 『海』 に掲載 した大丸呉服店
の広告を制作 し,昭和6年4月 号以降,時折,広 告のイラス トに可というサインを入れており
(図32から35),これらによって彼がかな り幅広いスタイルのイラス トを描いたことがわかる。
新聞広告に同じイラス トを見出すことはできないが,昭 和6年 に入ってからの新聞広告のイラ
ス トが彼の手になるという可能性は十分にある。恐 らく,これらが重成のいう 「制作に励んで
いた」ころの作品なのだろう。当時,高 岡が高島屋の広告で繰 り返 し高島屋型女性像を描いて
いたのに対 して,柴 田はおそらく森脇の傍 らで,柴 田式の,つ まりは大丸型女性像を模索 して
いたということだろう。









い点や短い線で暗示するように描 くに止めており,まだ 「水瓜のたね」の目は登場 していない。
10月1日夕刊広告(図47)中の高岡の顔にくらべると,や はり物足 りなさは隠せない(17}。10
月6日 夕刊広告(図48)で高岡の女性に応えようとしたが,ま だ柴田式 といいうるような表
現に達 しているわけではない。柴田の苦心はさらに続き,11月3日夕刊広告(図49),12月10





網 目版を利用 して中間調の効果を出すよう苦心している。そして昭和6年 以降,柴 田が中間調






柴田は森脇と同じく,女性像だけでなく,紳士や子供,商 品のイラス トも描 く。ほとんど和
服女性だけを描いた高岡とは,こ の点で大きく相違 している。 また,絵画ふう,漫画ふうの作





年になると図60,61,62に見る多様な展開とな り,昭和9年 にも続 く(図63,64)。図63は一
頁全面大広告の一部 に使用されたイラス トである。 これは翌10年広告(図65)のような大イ
ラス トへと発展する。百貨店の新聞広告で和服美女をこれほど一人大きく描き上げた作品は昭










らには子供の表現までモダンなスタイルを確立 し,独 自の広告図案を制作 しようとしていた。
そのような状況のなかで今竹は入社 し,比較的早 くに,柴 田に匹敵 しうる女性像を創出 した。














高島屋へ転 じたあとの今竹の仕事ぶ りは猛烈だ った らしい。昭和8年5月 には仕事仕事で風
呂にも入 らなかったというし(2°',ポスターを描き始めた昭和12年の訪問記にも徹夜勤務の日
にも 「日に一度は必ずカンバスに向て絵筆を執る」(21)と書かれて,勉 強ぶ りを偲ばせる。昭和
9年末か ら始めたランランtマー ドの新聞広告の展開や昭和14年に連載を始めた 「広告界』
誌上 「素描教室」における近代美術についての知識は彼の努力の成果である。新聞広告のイラ
ス トに見 られる様式の展開にもその努力が現れている。
以上,昭 和10年頃までの在阪百貨店の新聞広告について,と りわけ大丸の森脇高行,柴 田
可寿馬,高 島屋の高岡徳太郎,今 竹七郎の仕事を概観 した。詳細については稿を改めなければ
ならないが,少 なくとも彼 らの仕事に,単 に西洋をそのまま受け入れるのではなく,自分 らの




















ように,昭 和6年 にも高岡はまだ高島屋の新聞広告を描いており,『広告界』昭和6年5月 号の座談
会 にも高島屋図案部所属の肩書きで出席 している。『広告界』昭和6年12月号 「神戸商業美術展
NEWS」に今竹は 「一〇月より大阪高島屋意匠部長に栄転 された」とあるので,異 動は昭和6年10
月であろう。





〔16)重成基 「霊讃」『プレスアル ト』第77号 昭和24年7月p.1
(17)昭和6年10月に高岡は上京 し,今竹が入社 しているが,こ の10月1日付広告は一応高岡の手 と考えら
れる。ただ,顔 の表現は高岡ふ うを脱 しているようにも見える。
(18)後述するように,昭和6年10月に大阪高島屋へ転 じた今竹七郎 もまもな くこれに倣って,中 間調の和
服女性を描いている。昭和7年9月16日夕刊では柴田,今竹両イラス トが並んで掲載されている(図
55)。後述するように,今竹はこの女性像で,初 めて柴田に匹敵 しうる女性像に達 した。
119)「聞き書きデザイン史2,今 竹七郎」『たて組 ヨコ組』第32号1991p.14
⑳ 「今竹七郎とその時代』誠文堂新光社2003p.19
⑳xyz「 プロフィル 今竹七郎氏」 「プレスアル ト』第15号 昭和13年3月p.10
⑳ 一記者は 「幾万の上中流家庭の淑女達へ邁進 してゐる」と柴田の女性像が顧客層に結びついているこ




1a木 屋 広告 大12.3.8 4大 丸広告 大15.6.15
2大 丸広告 大14.12,163『虚栄の市』挿絵 5大 丸広告 昭2.4.23 6/8『シアーズ』1927
9大 丸広告 昭z.iz.13 10同 昭3.8.4 11「 だいまる』大is.i12同 大15.12 13同 昭2.3





24高 島屋 広 告 よ り 大15.7.3125同 昭23.1326同 昭3.3.16
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